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流速場の空間変化により生じる海洋レーダ流速計測誤差

―

 
直線状流速フロントの場合

灘井章嗣

 
(NICT)

海洋渦の場合(シアー無、V0/Cp

 

=0.125)

一次散乱エコーのレーダ散乱断面積 (RCS) 視線流速分布シミュレーション



一次散乱エコースペクトル形状



ローカル海洋波浪スペクトル密度



Ray Equationと正規化
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シミュレーションモデル流速場
一次元流速フロントモデル
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: 最大流速

φ: 流速フロントの発散/シアー比パラメータ

φ=  0°: シアーのみ

φ= 90°: 発散のみ、 φ= -90°: 収束のみ

横軸 θT

 

: 
海洋レーダ視線流速計測に寄与する海洋波成分が

 流速フロント軸(y=0)と成す角

90度の場合に両者は直交

U0

 

/Cp

 

=0.125, φ= 0 の場合
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計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = 0˚
 

)
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計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = 30˚
 

)
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計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = -30˚
 

)
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波向変化モデル

kx

 

=0 の場合、常にθ=0 で一定 - B
kx

 

=0 付近でdky の符号が同じ場合には、

kx

 

の正負によりdθの符号が変化する

一次元流速フロントモデル

∂U/ ∂ x= 0
∂ U/ ∂ y=-(π/2)U0

 

cos(φ)cos(πy/2)
∂ V/ ∂ x= 0
∂ V/ ∂ y=-(π/2)U0

 

sin(φ) cos(πy/2)
Ray equation

dx/dt=U+Cgx

 

, dy/dt=V+Cgy
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ただし、k=(kx

2+ky
2)1/2

kx

 

は一定

 

(= kx0

 

)
ky

 

は流れと波向が直行する場合に一定 - A
その前後で増減が変わる

dky >0dky >0

kx0

 

>0kx0

 

<0
kx

ky

dθ >0 dθ <0

波向が変化しないケース

・波向が流向に直行する場合

 

-A
・波向が流速フロントの軸に直行する場合

 

-B
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計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = 60˚
 

)
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計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = -60˚
 

)



NICT 灘井

計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = 90˚
 

)
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計算結果 - レーダ散乱断面積 (U0 /Cp = 0.125, φ = -90˚
 

)
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計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = 0 ̊
 

)

RCS
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計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = 30 ̊
 

)

RCS
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計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = -30 ̊
 

)

RCS
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計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = 60 ̊
 

)

RCS
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計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = -60 ̊
 

)

RCS



NICT 灘井

計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = 90 ̊
 

)

RCS



NICT 灘井

計算結果 - 視線流速 (U0 /Cp = 0.125, φ = -90 ̊
 

)

RCS
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まとめ

直線状流速フロントを短波海洋レーダで観測した場合に、
流速の空間変化が視線流速計測に与える影響について、シミュレーションを行った。

・一次散乱に寄与する海洋波成分
・波数ベクトル
・流速フロント軸に平行な波数成分: 流速場の影響なし
・流速フロント軸に直行する波数成分: 流速場に逆らって(従って)伝搬する場合に減少(増大)
・波向: 波数ベクトルが「流速フロントの軸に直行する場合」と「流速に直交する場合」変化なし

・伝搬
・波向ベクトルが流速シアーに逆らう場合、流速フロントを通して伝搬できない場合がある。
・この場合、海洋レーダは流速フロントの反対側から伝搬して来た波浪成分を観測する。

・レーダ散乱断面積
・流速シアー: 本来の海洋波成分が流速シアーに逆らって(従って)伝搬する場合に増加(減少)
・収束発散:    発散(収束)によりRCSは減少(増加)

・海洋レーダが計測する視線方向流速エラー
・海洋波成分の本来の位相速度の逆向き
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計算結果 – 流速ベクトル (U0 /Cp = 0.125, φ = 0˚, 交差角90˚
 

)
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計算結果 – 流速ベクトル (U0 /Cp = 0.125, φ = 0˚, 交差角90˚
 

)
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計算結果 – 流速ベクトル (U0 /Cp = 0.125, φ = 0˚, 交差角90˚
 

)
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